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小川まつり安全祈願祭

乗り子の参拝

小川

小栗栖

小

三尾

祭り
響く掛け声

　

小
川
祭
り
　
　

　

10
月
12
日
、
大
字
小
の
丹
生
川
上

神
社
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
小
川
祭

り
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
「
太
鼓
台
奉
舁
安
全

祈
願
祭
」
が
、
そ
し
て
午
後
か
ら
は

神
賑
行
事
・
太
鼓
台
奉
舁
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

神
社
で
待
つ
観
衆
の
耳
に
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
を
こ
だ
ま
さ
せ
な
が
ら
、

丹
生
川
上
神
社
の
境
内
に
八
ヵ
大
字

か
ら
一
台
ま
た
一
台
と
太
鼓
台
が
姿

を
あ
ら
わ
し
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
拝

殿
の
階
段
下
ま
で
駆
け
て
い
き
ま
す
。
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餅まき

餅まきの様子

木津川

中黒 狹戸

大豆生

小川
ふるさとの空に

　

色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
衣
裳
を

身
に
ま
と
っ
た
担
ぎ
手
と
乗
り
子
は

そ
れ
ぞ
れ
「
ヨ
ー
イ
ヤ　

サ
ノ
サ
イ
」

（
担
ぎ
手
）「
ヨ
イ
ヤ　

サ
ッ　

サ

ア
ー
」（
乗
り
子
）
と
声
を
張
り
上
げ

な
が
ら
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

太
鼓
台
奉
舁
の
最
後
に
は
、
八
連

の
太
鼓
台
が
一
列
に
並
び
、
一
斉
に

差
し
上
げ
ら
れ
る
と
大
観
衆
か
ら
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
わ
き
上
が
り
ま

し
た
。

　

祭
り
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
餅
ま
き
で

は
、
境
内
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
観

客
が
集
ま
り
、
大
興
奮
の
う
ち
に
祭

り
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
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矢伏真理 おやーじ北島

東中ソーラン

キタノ大地

会場の様子

舞台イベント

　

９
月
28
日
、
大
字
大
豆
生
ふ
る
さ
と
村
に
て
、
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
祭
り
当
日
は
約
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
か
ら
祭
り
が
始
ま
り
、
多
く
の
出
店
や
、
様
々
な

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
バ
ン
ド
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
舞
台
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
こ
ど

も
ま
で
が
楽
し
め

る
内
容
と
な
り
、

と
て
も
に
ぎ
や
か

な
１
日
に
な
り
ま

し
た
。

第
12
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
は
じ
め
て
の
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た

い
こ
か
！
ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭
り
（
ま
ち
ゅ
り
）

　

10
月
１
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
高
齢

者
福
祉
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

１
２
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

水
本
村
長
の
挨
拶
、丸
井
村
議
会
議
長
、

米
坂
吉
野
保
健
所
次
長
、
西
川
吉
野
福

祉
事
務
所
所
長
か
ら
の
祝
辞
等
開
会
行

事
に
続
き
、
演
芸
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
で
は
、
東
吉
野
中
学
校
全
校
生

徒
で
の
合
唱
や
東
中
ソ
ー
ラ
ン
、
そ

の
後
は
矢
伏
真
理
氏
に
よ
る
健
康
体

操
、
キ
タ
ノ
大
地
氏
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

マ
ジ
ッ
ク
、
お
や
ー
じ
北
島
氏
に
よ
る

そ
っ
く
り
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
見
事
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
軽
快
な

ト
ー
ク
で
大
い
に
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
東
吉

野
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
橋
本
史
郎

氏
よ
り
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
交
流
会
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参加者のみなさん

ゴールの瞬間

　

10
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
高
知
県
梼
原
町
で
第
12
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
龍
馬
が
国
境
越
え
前
夜
に
一
泊
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
こ
と
か
ら
、
前
夜

祭
が
開
催
さ
れ
、
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
今
年
は
、
本
村
か
ら
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
２
名
、

10
㎞
に
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
過
酷
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
し
た
が
参

加
者
全
員
が
無
事
に
完
走
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、役
場
３
階
会
議
室
に
て「
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
協
会
」の
街（
つ
じ
）氏
・

西
川
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
は
じ
め
て
の
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
耳
が

き
こ
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介

と
い
っ
た
簡
単
な
手
話
を
勉
強
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、「
私
は
〇
〇
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
っ
た
手
話
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
周
り
に
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
が
い
な
く
て
も
、
外
出
先
で
出
会
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
筆
談
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
耳
が
き
こ
え
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
皆
さ
ん
も
是
非
手
助

け
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
話
教
室
は
、
今
年
度
中
に
あ
と
１

回
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

第
12
回
龍
馬
脱
藩
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
は
じ
め
て
の
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1111
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

悩
み
ご
と
相
談
所

　

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
臨
床

心
理
士
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
11
月
15
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

　
（
た
だ
し
、
12
時
～
13
時
を
除
く
）

と
こ
ろ

　
東
吉
野
村
運
動
公
園
体
育
館
（
中
黒
）

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き

　
11
月
19
日
（
水
）　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　
体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

持
ち
物
　
飲
み
も
の

申
込
み

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、11
月
17
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

乳
幼
児
健
診

と
　
き

　
11
月
27
日
（
木
）

的
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

お
で
か
け
健
康
法
で
も
１
日
８
０
０
０

歩
、
そ
の
う
ち
20
分
を
中
強
度
（
う
っ

す
ら
汗
ば
む
程
度
の
速
歩
き
）
に
す
る

こ
と
で
、高
血
圧
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
病
気
が
予
防
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
強
度
と
予
防
で
き
る

病
気
な
ど
の
関
係
を
一
覧
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。
気
温
が
下
が
る
と
自
宅
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
な
る

べ
く
外
出
を
心
が
け
、
ま
ず
は
現
在
の

ご
自
身
の
状
況
よ
り
１
ラ
ン
ク
上
の
活

動
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
一
日
の
「
歩
数
」・「
中
強
度
の
歩
行
」

と
病
気
予
防
の
関
係
》

参
考
文
献
：
奈
良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

子
ど
も
虐
待
防
止

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」に
つ
い
て

　

ご
存
じ
で
す
か
？
虐
待
に
よ
る
死
亡

事
例
は
年
間
50
件
を
超
え
、
１
週
間
に

１
人
の
子
ど
も
が
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、
子

ど
も
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
広
め
る
こ
と

で
、
子
ど
も
虐
待
を
な
く
す
こ
と
を
呼

び
か
け
る
市
民
運
動
で
す
。

　

子
ど
も
家
庭
庁
で
は
毎
年
11
月
を「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
家

庭
や
学
校
、
地
域
等
の
社
会
全
般
に
わ

た
り
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深
い

関
心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
期
間
中
に
児
童
虐
待
防
止
の
た
め

の
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
種
々
な
取
組

を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
も
、「
子
ど
も

虐
待
の
な
い
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
配
布
し
ま
す
。
子

ど
も
達
が
虐
待
を
受
け
る
こ
と
な
く
明

る
い
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
に
、
子
ど
も
達
や
子
育
て
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
見
守
り
や
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
気
に
な
る
子

ど
も
が
い
る
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※�

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
は
全
国
児
童

相
談
所
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
通
話

料
無
料
で
24
時
間
無
休
で
対
応
し
ま

す
。
通
告
・
相
談
は
匿
名
で
行
う
こ

と
も
で
き
、
通
告
や
相
談
を
し
た
方

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

参
考
文
献
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐

待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

受
付　

13
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階
会
議
室

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
３
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

令
和
６
年
４
月
～
６
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

令
和
５
年
10
月
～
12
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

令
和
４
年
４
月
～
６
月
生
ま
れ

※
対
象
者
に
は
、個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

内
　
容

　
身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
相
談

　
（
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
）

※�

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
住
民

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
予
防
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス

　

皆
さ
ん
は
「
お
で
か
け
健
康
法
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
こ
れ
は
奈
良
県
が
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
推
奨
し
て
い
る
健
康
法
で
、
外

出
（
お
で
か
け
）
を
心
が
け
、
生
活
の

中
に
中
強
度
の
身
体
活
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
薦
め
て
い
ま
す
。
先
月
号
の

広
報
で
、
運
動
が
高
血
圧
予
防
に
効
果

予防できる
病気など 歩数 うち中強度の

歩行時間
寝たきり 2000歩 ０分
うつ病 4000歩 ５分
認知症・
要介護 5000歩 ７．５分

動脈硬化・
骨そしょう症 7000歩 15分

高血圧症・
糖尿病・
脂質異常症

8000歩 20分
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お気軽にお問い合わせください　　　　　
相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

精神科に関する
健康相談

１１月１１日（火）
午後１時～２時

予約必要
※受付締切１１月４日（火）

奈良県医師会
　精神々経科部会

目の健康相談
１１月１１日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１１月６日（木）

奈良県眼科医会

内科疾患に関する
健康相談

１１月２６日（水）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１１月２５日（火）

奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

☆「ひふの日」記念講演会のご案内　　　　　
講演会名 日　時 場　所 内　容

「ひふの日」記念講演会
※奈良県医師会皮膚科部会
　奈良県臨床皮膚科医会

１１月３日（月・祝）
午後２時～４時

※開場　午後１時３０分～

学園前ホール
（奈良市西部会館市民ホール）
奈良市学園南３丁目１番５号

西部会館３Ｆ

「進展しているアトピー性皮膚炎治療
～生活環境を整えながら

新規治療の検討も～」
近畿大学奈良病院　皮膚科
教授　大磯直毅　先生

連絡先　奈良県皮膚科部会事務局
　　　　TEL　０７４４－２２－８５０２　FAX　０７４４－２３－７７９６　※予約不要

令和7年11月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和７年11月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
在宅医療を考える映画上映会を開催しました

　在宅医療や在宅看取りについて考える機会を持っていただくため、「明日香に生きる」の上映会
を９月２６日に住民ホールにて実施しました。
午後と夕方の２回上映し、計５３名の方に鑑賞していただきました。
「明日香村の風景が美しかった。」や、「わたしも、あんなふうに家で最期を迎えられたら。」等の
感想をいただきました。

いきいき百歳体操の継続支援・普及啓発の講演会を行います
　平成３０年から、村内各所で実施されているいきいき百歳体操の継続支援や普及啓発を図るた
め、村内５カ所で理学療法士の江藤先生によるミニ講演会を開催します。体操を続ける意義やそ
れぞれの動作の注意点などを指導してくださいます。
　下記の日程で実施しますので、いきいき百歳体操に取り組んでいる方も、取り組んでいない方
も、いきいき百歳体操を初めて見る人も、どなたでも結構です。
　都合の合う日時の会場へぜひご参加ください。

開催日 開催時間 場　所
１１月　５日（水） ９：００～１０：３０ 伊豆尾（なごみホール）
１１月１９日（水） ９：００～１０：３０ 木津（ふれあいセンター）
１１月２６日（水） １０：００～１１：３０ 三尾（旧四郷小学校）
１１月２８日（金） ９：３０～１１：００ 小（公民館）
１２月　３日（水） ９：３０～１１：００ 小川（住民ホール）

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に、暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談
をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　１１月１９日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜　９時～１７時３０分　／　第１・第３土曜　１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和７年11月１日
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　「和食」というと何を思い浮かべますか？　ご飯・みそ汁・おかずの
組み合わせや、すし、そば、うどん、天ぷら、おでんなどの料理を思い
浮かべる人もいるかもしれません。また、ラーメンやカレーといった外
国から伝わった料理も、アレンジが加えられて日本独自の料理として発展し、外国人観光客に
も人気のグルメとなっています。
　一方で、ライフスタイルの変化によって、地域に伝わる郷土料理や行事食などの伝統的な食
文化が失われつつあり、その保護・継承が課題となっています。そのような背景から、2013年
に「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産へ登録されました。これは料理と
しての和食だけでなく、「自然の尊重」という日本人の精神を体現した食に関する「社会的慣習」
のことで、以下の４つがその特徴として挙げられています。

ご飯として食べるほか、団子や餅
にしたり、発酵させて調味料にし
たりと、形を変えて用いられます。

昆布やかつお節、煮干し、ほしし
いたけなどの食材から「うま味」
を引き出したもので、和食の味の
基本です。「うま味」は日本人が発
見した日本独自の味覚で、海外で
も「UMAMI」と呼ばれます。

微生物の力を利用して、独特な風
味やうま味を作り出した発酵調味
料の数々も、和食には欠かせませ
ん。

多様で新鮮な食材と
その持ち味の尊重

健康的な食生活を
支える栄養バランス

自然の美しさや
季節の移ろいの表現

正月などの年中行事
との密接な関わり

広 報 ひ がしよし の令和７年11月１日
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家族介護者交流事業　×　天好園　×　新歌舞伎座
　７月４日に家族介護者交流事業を天好園で開催し１１名の参加者が集い、一人ひとりが介護

歴や日常の悩みを思い思いにお話をしてくれました。

　最初にお話をしてくれた方が、悩みや苦労を赤裸々に語ってくれた事をきっかけに、後に続

く人も包み隠さずいろんな思いを吐露し、また介護の仕方や介護用品のことについてアドバイ

スしたり、お互いに情報交換することで、なかなか他で聞けないことを伺え、話が尽きること

はありませんでした。

　この交流事業で、在宅介護で解決策を求めているわけではなくて、話をして共有する仲間を

再認識し、その仲間とのつながりを深め明日への活力になったと思います。

　後日、参加者から当事者同士の話し合いの場を持てたことが、すごく嬉しかったというお言

葉を頂戴しました。

　１０月２０日には家族介護者交流事業を開催し、大阪の新歌舞伎座で坂本冬美の特別講演を

参加者８名で鑑賞してきました。

　今回は電車で会場に向かいましたので、久しぶりに乗る特急や大阪の街並み、坂本冬美さん

の歌を聴き、普段は家を出る機会が

少ない介護者にとって、気分をリフ

レッシュする時間となりました。
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